
大島町立第一中学校 ℡04992-2-2366 Fax04992-2-4702  http://town.oshima.tokyo.jp/~oshima1c/ 

‐1‐ 

郷土愛を育む 

副校長 

一中では毎年、キャリア教育の一環として進路講演会を実施しています。実施するにあたっては『「大

島町がめざす子ども像」～新たな「教育体制」の出発にのぞんで～』等を踏まえ、生徒たちに身に付け

させたい力や何について学んでほしいかをよく考え、講演会のテーマや講師の選定を行っています。 

 

 

 

 

 

 

昨年度は『「国際的視野」を持って行動できる人をめざす』を踏まえ、世界的企業で９年間の勤務経験

をもち、今現在も国際舞台で活躍している方を講師としてお招きし、「今の日本人に足りない要素：セル

フプロデュース」というテーマで進路講演会を行いました。国際的視野に立った日本人の弱みや強み、

また国外からの日本人の評価、キャリアとは何か、中学生は何をしなければならないのか等について講

演していただき、国際的視野に立ったものの見方や感覚について学びました。 

今年度は、『郷土大島を「誇り」とする人をめざす』に重点を置いて進路講演会を企画しました。大島

の現状を知り、自分や大島の将来について考える機会にしたいと考えました。そこで、大島牛乳工場か

ら、篠崎農園から、ジオパーク専門員の方を講師としてお招きし、それぞれの分野や立場、視点から大

島の現状や課題について講演していただきました。次ページにも進路講演会の記事が載っているので重

複する内容については記載いたしませんが、どの講演も具体的でとても興味深いものでした。多くの生

徒が集中して聞き、課題について真剣に考え、多くの質問をしていました。こうした生徒の姿からこの

取組が生徒たちにとってとても効果的なものであったことを実感しました。 

７月８日（土）に行われる道徳授業地区公開講座では、再度大島牛乳工場より講師をお招きし３年生

が「一中サミット」と題し、大島の製造業についてこれからどうしていくかの具体的な提案について話

し合い、大島の将来について考えをさらに深める授業を行う予定です。 

郷土愛というものは、その場所で生まれたからといって無条件で身に付くものではありません。その

場所で経験した数々の思い出、人々とのつながり、食文化や風土等、多くの要素が重なり郷土愛を育ん

でいくのだと思います。ここ大島では、人口減少や少子高齢化をはじめとする多くの課題があります。

そうした問題にしっかりと向き合い、知り、自分事として考えることがここ大島で育つ自分自身の将来

や大島の将来について考えることにつながり、郷土愛がより醸成されていくのではないでしょうか。 

本校では大島町の教育方針に則り、継続して郷土大島を愛する生徒の育成に取り組んでまいります。 

 

 
 

 

三原の嶺より  
◆学校教育目標◆ 

・自ら進んで学び 

・自然や人を愛し 

・たくましく生きる生徒 

令和 5年 6月 26日（令和 5年度 第 3号）   発行責任者 大島町立第一中学校長 

         生徒の道徳性が伸び、登校するのが楽しく、安全な学校 

       確かな力のつく学校、地域に学び、地域とともに歩む学校 

自学・敬愛・誠実 

「大島町がめざす子ども像」～新たな「教育体制」の出発にのぞんで～ 

一、「夢」の実現を求める人をめざす。 

一、「命」を大切にする人をめざす。 

一、郷土大島を「誇り」とする人をめざす。 

一、「国際的視野」を持って行動できる人をめざす。 
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５月２７日（土）、「大島の今を“知る”そして“これからを考える”」ことをテーマに進路講演会を実施しました。大島

で活躍する大島牛乳工場から、篠崎農園から、ジオパーク専門員より３名の方をお招きし、講演をしていただきました。

それぞれの職業における大島の問題について提起していただき、生徒は自分だったらどう解決するかを講師の先生方

との対話を通して考えていました。どの講演も非常に興味深かったこと、また大島についての話題であったのでしっか

りと考えることができました。郷土、大島について知り、そして未来について考えるきっかけとなる進路講演会となりまし

た。 

大島牛乳工場 

私たちが普段給食で飲んでいる大島牛乳の製造工程や製造におけるこだわ

り（高温保持殺菌で風味を損なわない工夫をしている）、大島牛乳と他社の牛

乳の違いについて、また大島牛乳工場で働くようになった経緯についてお話をし

ていただきました。後半には「大島の方々に支えてもらってようやく運営している

会社だからこそ、大島の方々に恩返しをしたい」という、思いのもと、今後大島牛

乳工場に製品化してほしい乳製品について話し合いをしました。大島牛乳のあ

りがたさについて改めて実感する時間となりました。 

＜生徒の感想＞ 

私が講演を終わった後に印象に残ったのは、「常に新商品は何ができるだろう」と考えている姿勢でした。そして、

そのように考えているからこそ、新たな商品が生み出されているのかと思いました。私は今まで大島牛乳を作ってい

る人たちが、いろいろな考えをもって牛乳を作っていることを知らなかったので驚きました。ありがとうございました。 

(1年 男子) 

篠崎農園 

「中学生と大島の農業について考える」というテーマのもと、大島の農業の現

状や課題（大島の農業人口が大島の人口の 1.5%で農業人口の９割が 60歳

以上など）についての説明や農家について（農家の収入や仕事の時間帯、メリ

ット・デメリットなど）、農家のリアルについてお話をしていただきました。農家とし

て生計を立てるには「売れる作物」を育てることも大切ということで「農家になっ

たら何を育てたい」という問いかけに対して（「自分だったら何を育てるか」を）

農家になった自分を想像しながら考える中で農業について理解を深める様子

が見られました。 

＜生徒の感想＞ 

私はあまり農業や農家に詳しくなかったので、この進路講演会を聞いて大島の農業について知ることができまし

た。お話を聞いていると農家の方々は大変で忙しいと感じました。農家の方々が育ててくださったおいしい野菜や果

物に感謝の気持ちをもっていただきたいと改めて思いました。ありがとうございました。（２年 女子） 

ジオパーク専門員 

ジオパークとは「持続的に発展するまちづくりを支える活動である」という説

明を受け、多くの生徒がジオパークを自然や火山と思っていたこともあり、ハッと

させられた冒頭から始まりました。また、現在問題になっている裏砂漠のブレー

キ痕や筆島近くの地層に落書きがされている様子を写真で紹介していただいた

時には、大島の問題を自分事として考える様子が見られました。「大島を大切に

してくれる人に観光客となってもらいたい」という思いのこもったお話に、自分だ

ったら大島にどう関わっていくか考える様子が見られました。 

＜生徒の感想＞ 

最初に言っていたように、ジオパークは自然のことだと思っていました。でも、活動を意味していると知り、どんな活

動を行っているのか気になりました。裏砂漠にタイヤ痕があってとてもびっくりで、それを解決しようとしている人たち

がいて安心しました。私たちが知らないところでこの島を守ってくれていると思えて心強かったです。目立たなくても

誰かを何かを支えられるそんな人になりたいと思いました。ありがとうございました。（３年 女子） 

令和５年度 進路講演会 
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校報「三原の嶺より」５月号では、５月 9日（火）に行われた南部波浮方面校外学習について報告さ

せていただきました。今月号では、事後学習の様子を紹介します。事後学習では、班発表した後、個人

発表の時間を設けました。これは日本人の弱点と言われる「スピーチ力」の向上を意図してのことです。

当日は、全員が頑張ってスピーチをやりきることができました。中には、原稿を一度も見ずに発表を終

えることができた生徒もいました。まだまだ声が小さかった、話し方がスムーズではなかった等、改善

点が分かった場でもありました。堂々と自分の考えを伝えるためには場数を踏むことが大切だと考えて

います。そのため、これからもどんどん発表する機会を設定して生徒の成長を促していきます。 

～事後学習（個人発表の部）～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６月３日（土）に音楽室でソロコンサートが開催されました。観客が目の前で聴いてくれる中での本番は

とても緊張感があり、生徒たちにとってとても良い経験となりました。ご来場くださった皆様、ありがとう

ございました。 

「今回のソロコンサートは音楽室での開催だったこともあり、今までよりもお客さんとの距離が近く、緊

張で、思うように指が動かないなど悔しい部分がたくさんありました。ですが、コンクールでは、もっと多

いお客さんの前で吹くことになるので緊張しても練習量で補えるように頑張ります。こんな数日前の告知と

なった中、先生方、友達、先輩方、保護者の方などたくさんのお客さんに来ていただき、本当にうれしかっ

たです」（３年） 

 「今回のソロコンサートは、去年と違いあまり緊張しませんでした。それは思いっきり演奏をすることが

できたからだと思います。そして今回の演奏では自分なりの工夫なども入れることができていてとても楽し

かったです。ですが、まだ工夫したかったこともあったので次回のソロコンサートまでにいろいろな表現方

法を学んでおきたいです」（２年） 

「緊張の中、自分が思う良い演奏を実現できました。改善すべき点は

ありますが楽しめたので良かったです。今年と去年の反省を生かし、運

動会、一中祭でもどんな時でも最高の演奏ができるようにこれからも応

援よろしくお願いします」（２年） 

「自分の中でできる所、できない所が見え、整理がついたのでこれか

ら改善して頑張っていきます。今度はコンクールでの演奏に期待を膨ら

ませてください」（２年） 

 「だいぶ緊張して足も震えていましたが、満足いくように吹くことが

できたので良かったです。また、ある程度緊張になれることができたの

もよかったです」（１年） 

 

 

１年生 校外学習（南部波浮方面）事後学習発表会 

♪吹奏楽部ソロコンサート 
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★野球部（主将） 
 

《大会結果》 中学生合同チーム ０ – ３ 大人チーム   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★バレーボール部（主将） 
         《大会結果》  

優勝 大島連合    

２位 ﾂｲﾝﾋﾟｰｸｽ A  ３位 ﾂｲﾝﾋﾟｰｸｽ B 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～夏の選手権大会報告～ 

今回の大会を通して、チーム全員が「絶対に

勝つぞ」という気持ちがないと勝てないという

事を学びました。結果は負けてしまったけれ

ど、チームの課題や個人の課題がたくさん見つ

かりました。残された練習時間は限られている

ので、７月の島嶼大会・都大会に向けて一日一

日の練習を大切に、２回戦突破を目指して頑張

っていきます。応援してくださった保護者の

方々、大人チームの方々、審判の方々、応援、

ありがとうございました。 

 

 

 研修大会を終えて一番大きく感じたことは、先生方、

保護者の方々の協力があったからこその大会というこ

とです。普段、試合をする機会が少ない中で都大会前に

とても良い経験をすることができました。この大会がで

きたからこそ日頃の練習の成果や課題を見付けること

ができました。 

私たちの課題は「声」だと思います。大会では相手チ

ームがとても大きい声を出していたので自分たちも負

けないようにと声を出すことができましたが、その声を

普段の練習から出していきたいです。チームとしては最

後までボールを追いかけ、間に落ちるボールも少なかっ

たと思います。また、試合に出ることのできなかった選

手たちも全力で応援してくれました。都大会に向けて良

い点は伸ばし、本番だけ全力でやるのではなく練習から

全力で、都大会１勝というチーム目標に向けて全員で頑

張っていきます。応援ありがとうございました。 
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★サッカー部（部長） 
私たちは 6 月 10 日に行われた研修大会に出場しました。結果は 1 対６で負けてしまいましたが、新たに

良いところや課題を見付けることができました。課題はコミュニケーション不足でのミスや動き出しなどで

す。チームでの課題はこれから時間がありませんが改善をしていき、自分たちの武器にできるようにします。

良いところはパスをつなぐ意識やシュートの意識があったところです。これらは継続していきたいです。 

 都大会ベスト１６を目標にして残りの練習を頑張ります。応援ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ソフトテニス部（部長） 
私たちは今回の大会で様々な課題を見付けることができました。また、ソフトテニス部の目標である部員

全員が自分にしかもっていない力を出し切ることができました。女子の結果は優勝できませんでしたが、気

持ちを切り替えて都大会への練習を頑張ります。都大会は慣れない舞台で緊張はしますが、私がチームを引

っ張っていきます。そして、最後の都大会になるので悔いが残らないよう普段の練習から自分の課題を改善

できるように頑張ります。応援ありがとうございました。 

★ソフトテニス部（男子キャプテン） 
チームの皆で都大会を目指して選手権大会に挑み

ました。試合の時間が近付くにつれて緊張が高まり、

自分の力を発揮できるか不安な気持ちで一杯でした。

『男のテニス』を見せることができたと私は思いま

す。今まで一緒にプレーしてくれた一中の人たちとの

思い出は、私にとって一生の宝物です。部活動で得た

ことをこれからの大会に生かしていきたいです。ソフ

トテニスの試合で勝てたのは、先生、保護者の方、チ

ームの皆のおかげです。ありがとうございます。 

  

令和５年度 中体連大島支部ソフトテニス選手権大会 

《大会結果》  

●個人戦（女子）第３位、初戦敗退 

●個人戦（男子）優 勝 ※都大会出場、第３位 

●団体戦（女子）準優勝 一中  （対三中：３－０、対二中：１－２）※都大会出場 

●団体戦（男子）優 勝 一・三中（対二中：０－３）※都大会出場 
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 3 週間ありがとうございました。あっという間の時間でした。元気よく話しか

けてくれて、とてもうれしかったです。クラスの雰囲気も良く、仲の良いクラス

だと思いました。授業を行うときに、私が緊張すると生徒の皆さんも緊張し、元

気よくやれば、元気よく受けてくれて、いろいろとご迷惑をおかけすることもあ

りましたが、充実した授業をすることができました。 

皆さんは、私と過ごしてみてどうだったでしょうか？実習生を受け入れて過ご

すことは、大変だったと思います。それでも、学校のことを快く教えてくれる姿

は、とても頼もしかったです。とても、助かりました。皆さんと過ごせた日々は、

かけがえのない日々でした。一生の思い出です。皆さんがこれから成長していくことが楽しみですし、応援

しています。いつか、また、どこかで会える時が楽しみです。会った時は、元気よく声をかけてください。

本当にありがとうございました。  

 

教育実習生として受け入れてくださった一中の生徒、先生、保護者の皆さま、

本当にありがとうございました。生徒だった頃は見えなかった先生の授業や学校

の中での工夫を知るにつれて、教えること、見守ることの難しさを実感できまし

た。担当させていただいた 3年生の自分たちでできることを自然にやっている姿

を見て、3 年間で生徒はこんなに成長するんだ、その大事な時期に生徒と関わる

責任重大な職業が中学校教員なんだと分かりました。 

大学で学んできたことをできるだけ渡したいと

いう気持ちで実習に取り組みましたが、皆さんとて

も素直で、一生懸命に授業を受けてくれました。私が

専攻している日本画についても実物を鑑賞してもらう機会をいただき、伝えら

れたことが嬉しかったです。こういう美術もあるんだなと少しでも心に残って

くれたらいいなと思っています。 

 今回、先生方や一中生の皆さんから教わったことを覚えて、教員として一中に

戻ってきたいです。ありがとうございました。 

 

3 週間教育実習を行わせていただきました。母校での実習は中学生だった当時

の考えや気持ちと現在の指導者としての考えや気持ちを比較でき、とてもたくさ

んのことを考えさせられました。 

 今回の実習で私がつまずいたり行き詰まったりした際に助けてくれたのは、生

徒がかけてくれる言葉でした。生徒の予想外の言動が多くの授業で学びを深めて

くれ、授業の構想について学びを得ることができました。また、特に自分の担当

していた 1年生は時間が経ち、関わりが深くなるとともに「先生！」と呼んでく

れる回数が多くなりました。生徒と関わる大切さや、やりがいを生徒から教えて

もらいました。 

 この 3 週間私が教えたことよりも生徒から教わったことの方が多かったと思います。大切な思い出と学び

を与えてくれた生徒の皆さん、ご指導いただいた先生方本当にありがとうございました。 

 

 

 

教育実習生より～教育実習を終えて～ 
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くろしお学級のコーナー 

くろしお農園、今年も頑張っています！ 

5 月 19 日（金）に大島高校農林科から３年生の生徒さんと先生をお招きし、 

畝の作り方や苗の植え方を教えていただきました。 

6 月 6 日（火）にじゃがいも掘りに行きました。 

あじさいアートプロジェクト 
みんなに協力してもらい、大きなあじさいを作りまし

た。 
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６月１日（木）・15 日（木）に、3 年生を対象に出前授業を実施しました。１日は大島高校、15 日は大島

海洋国際高校の先生方をお招きし、各学校の特色を生かした授業を行っていただきました。 

○大島高校 

 ５校時の国語科の授業では、中学校の教科書の題材を用いて、高校では論説文をどのように読み解いてい

くか、ペア活動を交えながら学びました。先生からテンポよく問われる課題に対して、要約をしたり、言い

換えたりして、考えを言語化していきました。生徒たちがゲーム感覚で対話をしながら、主体的に思考する

様子が印象的でした。 

 ６校時の農林科の授業では、畜産分野のお話を伺いました。大島の畜産の歴史や特徴に触れ、大島高校に

農林科がある意義を教えていただきました。また、介助犬やアニマルセラピー、不妊治療にまで畜産分野の

ノウハウが応用され、身近なところで私たちの暮らしを支えてくれていることを学びました。 

○大島海洋国際高校 

５校時の海洋科の授業では、身近な事例から海の危険性について考えました。離岸流や水圧、危険生物な

ど、写真を見ながらイメージを明確にしていきました。普段から海に親しむ生徒たちは、経験と新たな知識

を交えながら考えていました。正しい知識をもつことで海と豊かに暮らしていけることを再確認しました。 

６校時の情報科の授業では、シミュレーションの考え方を学びました。ビュフォンの針という円周率を求

める実験のグループワークを行いました。大変な思いで答えを導き出しましたが、その後の Excel でのシミ

ュレーションでは答えが一瞬で表示されました。コンピュータでの情報処理を適切に取り入れることで、世

の中の疑問や問題を少しでも楽に解決できるということを実感しました。 

高校の授業をイメージでき、今後の授業や進路を考える貴重な機会となりました。3 年生にとって、進路

選択の一助となることを願っています。授業を担当してくださった両校の先生方にこの場をお借りしてお礼

を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高校出前授業 

７月行事予定 

 ＳＣ来校日：

：  


